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雇用機会の増大雇用機会の増大雇用機会の増大雇用機会の増大    

 私は、1973年（昭和48年）に行政研究

所であった職業研究所の研究員となって

以来、現在に至るまで一貫して、障害の

ある人の「職業問題」に取り組んできまし

た。研究を始めた頃は、そうした人の課

題はほとんど医療と福祉分野に限定さ

れ、職業自立の視点は皆無に近いもの

でした。そのため、障害のある人の職業

問題に関して、研究と実践のみならず、さ

まざまな行政施策のお手伝いも重ねてき

ました。 

 2018年4月からは、障害者雇用促進法

の改正で精神障害者の雇用が義務化さ

れます。それによって、精神保健福祉手

帳や療育手帳を取得している発達障害

のある人の雇用機会は、今まで以上に拡

大することが見込まれます。しかし、そうし

た可能性が高まるとしても、本人自身が

働き続ける能力を持っていなければ意味

がありません。本レターでは、そのために

重要となる「ライフキャリア教育」の必要性

について提言します。 
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    職業研究所(現日本労働研究研修機構)研究員、障害者職業総合センター主任研究員、

神奈川県立保健福祉大学などを経て、文京学院大学教授。障害者の職業リハビリテー

ションに長年携わる。厚生労働省労働政策審議会障害者雇用分科会委員、文部科学省

特別支援教育総合研究所運営理事・外部評価委員長などを歴任。著書に「発達障害の

子どもと生きる」「職業リハビリテーション学」「就業支援ハンドブック」など多数。 
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 身体障害や知的障害は、乳幼児期に

はっきりとした診断が下されやすく、その

対処の方法も発達の早い時期から決める

ことができます。特別支援教育を受けさ

せて障害者雇用率制度の枠組みの中で

働く、という進路や職業選択の明確な見

通しが立てやすいのです。 

 一方、発達障害のある人の進路の選択

は、障害のない人とまったく変わらない場

合から障害に十分に配慮した場合まで、

非常に個人差があります。障害の特徴と

「個性」との境目が極めて分かりにくいた

 本題に入る前に、まずは発達障害につ

いて整理しておきます。 

 私は、発達障害は、生まれながらの「脳

の情報処理機能の障害」ととらえていま

す。その中には自閉症やアスペルガー

症候群、学習障害などが含まれます。こ

れらの障害の特徴は、多面的な能力のそ

れぞれの発達過程やレベルに不均衡が

あり、そのことがさまざまな障害をもたらし

ているということです。 

 そのため、「書くことはできるが、読むこ

とが苦手」「人との会話は苦手だが、記憶

力は優れている」といったように、人に

よって障害の表れ方が大きく違うという特

徴があります。個人差はありますが、苦手

な分野でなければ、私たちと変わらない

能力だったり、時には、思いも及ばない

能力を発揮したりします。 

 発達障害の人がどの程度存在するかと

いう統計は、実ははっきりしません。発達

障害の定義自体がはっきりしていないた

め、専用の障害者手帳がなく、実数を正

確に把握することはできないのです。 

 目安としては、一般的に5歳児検診時

点でおよそ6～9％と言われています。最

近は発達障害の人が増えた、と言われて

いますが、少なくとも統計上の根拠はあり

ません。 

 さらに、そもそもの診断自体もあいまい

で、年齢とともに診断結果が変わることも

しばしば起こります。 

め、問題が発見されにくく、学習上のつま

ずきも本人の性格や努力不足、あるいは

保護者のしつけの問題とされがちです。 

また、就労に際しての本人や保護者の

考えも、成育歴や職歴、診断時期、二次

的な障害等による違いや、障害そのもの

や障害者手帳の取得に対する考え方な

どの面で、大きく違っています。 
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 こうした能力発達の不均衡さが、発達障

害のある人にとって、毎日のあるいは人

生においての「生きづらさ」を強いていま

す。そこで重要になるのが、「ライフキャリ

ア」を踏まえた教育です。 

 「ライフキャリア」という言葉は耳慣れな

いかもしれませんが、キャリアには、狭義

と広義の二つの意味があります。狭義に

は、「職務内容や経歴、職業上の地位や

役割など、長期にわたる職業生活におけ

る歩み」の意味で使われ、これを「ワーク

キャリア」と呼びます。対して、広義には

「生涯に出会うさまざまな役割の相互作

用であり、その人の人生や生き方の全

体」を指し、これを「ライフキャリア」と呼び

ます。 

 ドナルド・E・スーパーは「ライフキャリア

の虹」というものを提唱しています。これ

は、人の生涯は「成長」「探索」「確立」「維

持」「衰退」の過程をたどるなかで、「子ど

も」「学生」「余暇人」「市民」「職業人」「家

庭人」などのさまざまな役割（ライフロー

ル）を担って生きてゆくことを示していま

す。 

 これらのどの役割に自分が価値を置き
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ながら生きるかが、ライフキャリアの重要

な視点です。それは、一つの正解がある

わけではありません。「職業人として全て

を充実させる」でも、「職業人と家庭人を

両立させる」でも、どちらを重視するかが

本人の生き方そのものということです。 
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 発達障害のある人が生きるということ

は、こうしたさまざまな役割を遂行できると

いうことです。そのためには、それに必要

な能力を幼少時・学齢期を通じて育成し

なければなりません。 

 学校時代の数倍もの時間を大人の社

会人として過ごすための準備としての

キャリア教育は、そうしたことからも大切な

のです。学齢期の全体を通して、自分の

興味や関心、得意分野や不得意なことな

どへの自己理解を深めながら、自分の能

力を伸ばしてほしいのです。 

 特に、社会生活では「職業人」が多くの

人にとって重要な役割となります。そのた

め、高校や大学時代におけるキャリア教

育の目指す方向は、「仕事に就いてそれ

を継続するには、今、何をすることが望ま

しいのか」に焦点を当てることが必要で

しょう。そうでなければ、仮に就職しても

職場になじめなかったり能力と合わない

仕事だったりして、離転職を繰り返す可

能性が高まるからです。 

しいのです。発達障害のある人は、その

成長の過程で、例えば、苦手な分野で失

敗して周囲の冷たい視線を受ける経験が

重なると、失敗を恐れて積極的な活動を

控えるようになり、そのことが将来への展

望が持てなかったり、自己否定的な考え

方に陥ったりしてしまいがちです。 

 さらに、学習することの喜びを持たせる

ことです。努力して学ぶことの結果とし

て、達成感や他の人の称賛を受けるとい

う経験を積ませてほしいのです。学校生

活を通してこの体験があれば、就職して

から企業の行うOJTにも率直に対応でき

るでしょう。 

 特に、2018年4月からの障害者雇用促

進法の改正を見越した場合、自分の得

意・不得意な能力を自覚してそれを体験

的に理解できていること、不得意な能力

への対処の仕方を身につけていること、

得意・不得意な能力の特徴と対処の仕方

について他者に説明できるとともに、必要

に応じて援助を要請できること、どんな状

況でストレスを受けるのかを自覚してその

逃し方や対処方法のセルフコントロール

ができること、などが求められます。 

 最近は、「大人の発達障害」が話題に

なっています。生活するうえでのさまざま

な「生きづらさ」を抱えた発達障害の人

は、障害者雇用施策の最前線の課題で

もあります。発達障害があったとしても、

「ライフキャリアの虹」にあるさまざまな役

割を主体的に選択して「QOL（人生の

質）」を高めていけるか。その鍵は、今後

のライフキャリア教育の充実にかかってい

ると言えるでしょう。 

＜ライフキャリアの虹＞ 

出典：『職業リハビリテーション学』協同医書出版社 

教育・福祉などの就労支援

者との間に大きなギャップ

が生まれることになります。 

 企業は、個人に対して、

生産性に寄与できる「職務

の遂行」能力を求めていま

す。ですから、就職の面接

で「毎 日 着 替 え ています

か」「同僚にあいさつできま

すか」など、基本的な生活

能力があるかどうかは確認

しません。そもそも、それが

できない人が入社することを想定してい

ないからです。一方で、教育・福祉の側

は、「日常生活の遂行」を含めた生活の

自立に重きを置いて、教育訓練もそこに

焦点を当てています。 

 ですから、教育・福祉の側は企業の求

めることを認識したうえで、それに応える

ような教育・訓練が必要ですし、他方で、

企業は発達障害の特性の理解と、その

個性に応じた仕事や職場環境の調整が

不可欠です。 

 また、そうした配慮を進めるには、企業

と教育・福祉分野の双方が加わる地域

ネットワークを作り上げることが、極めて重

要になります。 
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 それでは「働く」とはどういうことを言うの

でしょうか。これには、二つの視点があり

ます。一つは個人的な視点であり、働くこ

とで人は所得を得たりさまざまな心理的

満足を得ることに注目するものです。もう

一つは社会的な視点であり、働くことは

社会の存続や発展に必要な要素を個人

に割り当てられた役割を遂行するというも

のです。 

 ごく当たり前に思われるかもしれません

が、これは非常に大切なことです。つま

り、働くということは、社会から求められた

役割を達成することによって、初めて成り

立つことを意味するからです。このことに

ついての理解がないと、障害のある人を

迎え入れる企業と、そうした人を送り出す
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 まず、先ほどの「ライフキャリアの虹」に

もあるように、将来、大人になってから要

求されるさまざまな場面での役割を遂行

できるように、小さい頃から系統的な学習

や訓練をすることです。学童期には、読

み書き等の学習能力、家事などの日常

生活能力、健康や衛生面の自己管理な

どを学びます。それを基盤として、青年期

前期からは、職業の理解、職場の基本的

ルールやコミュニケーション能力などの職

業生活の基盤となることを学び、青年後

期には、職務を遂行するうえで直接的に

必要となる知識や技術の習得に向かいま

す。 

 次に、「自己肯定感」を持たせることで

す。どんな小さなことでも、自分は他者の

役に立ち、社会が受け入れる有益な存在

であるという実感、あるいは、自分自身に

誇りと自信を持たせる経験を積ませてほ


